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堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

ユ
ス
リ
カ
が
大
量
に
発
生
し
、

駆
除
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
道
路
の
側
溝
や
水

路
の
底
に
汚
泥
が
溜
ま
っ
て
い

る
と
、
汚
泥
に
卵
を
産
み
、
そ

れ
が
幼
虫
と
な
っ
て
、
ユ
ス
リ

カ
が
発
生
す
る
原
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
。
対
策
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

側
溝
や
水
路
の
汚
泥
が
原
因 

対
策
は

現
地
調
査
し
バ
キ
ュ
ー
ム
車
で
清
掃

ユスリカ対策

答　

ユ
ス
リ
カ
対
策
に
は
、
幼

虫
や
卵
を
駆
除
す
る
こ
と
が
、

最
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
市

も
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
可

能
な
限
り
、
発
生
し
て
い
る
場

所
の
現
地
調
査
を
行
い
、
側
溝

や
水
路
の
汚
泥
の
堆
積
状
況
等

を
確
認
し
、
薬
剤
散
布
の
前
に
、

バ
キ
ュ
ー
ム
車
に
よ
る
汚
泥
の

し
ゅ
ん
せ
つ
や
清
掃
を
行
い
、

事
前
の
駆
除
に
努
め
て
い
く
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

猫
実
川
河
口
の
泥
質
域
は
、

干
潟
特
有
の
多
様
な
底
生
生
物

が
生
息
す
る
貴
重
な
場
所
で
あ

る
。
市
は
三
番
瀬
の
人
工
干
潟

構
想
に
関
し
て
、
塩
浜
２
丁
目

護
岸
の
前
面
に
大
量
の
砂
付
け

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
猫
実

川
河
口
域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
市
は
猫
実
川
河
口
域
の

価
値
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

生
物
へ
の
影
響
を
懸
念 

ど
う
認
識

順
応
的
管
理
行
い
少
し
ず
つ
進
め
た
い

三番瀬の人工干潟構想

答　

護
岸
前
面
へ
の
砂
付
け
は
、

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
海
に

親
し
め
る
た
め
、
平
成
25
年
の

護
岸
完
成
に
合
わ
せ
た
実
施
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。
猫
実
川

河
口
泥
質
域
の
生
物
多
様
性
は

市
も
認
識
し
て
お
り
、
砂
付
け

も
、
生
態
系
へ
の
影
響
を
確
認

し
順
応
的
管
理
を
行
い
な
が
ら

少
し
ず
つ
干
潟
化
を
進
め
る
の

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

職
員
採
用
に
当
た
っ
て
は
、

筆
記
試
験
は
多
少
劣
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
本
市
の
職
場
に
必

要
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
判

断
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
、
採

用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
市
で
は
、
高
卒
・
大
卒
者
等

を
対
象
に
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
芸
術
等
の
実
績
者
の
推

薦
枠
を
設
け
て
い
る
が
、
本
市

ス
ポ
ー
ツ
等
の
実
績
者
の
推
薦
枠
導
入
を

平
成
24 
年
度
は
一
部
の
試
験
に
実
績
考
慮

職員採用試験

で
も
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
等
で
実
績
を
残

し
た
者
の
中
に
は
、
そ
の
才
能

に
加
え
、
継
続
性
や
忍
耐
力
が

あ
る
な
ど
、
本
市
職
員
と
し
て

活
躍
が
期
待
で
き
る
者
も
多
い

と
認
識
し
て
い
る
。
詳
細
は
検

討
中
だ
が
、
平
成
24
年
度
は
、

一
部
の
試
験
に
ス
ポ
ー
ツ
等
の

実
績
を
考
慮
す
る
方
法
を
取
り

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

市
役
所
本
庁
舎
内
に
職
員
組

合
が
占
有
す
る
事
務
所
等
が
あ

る
が
、
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
組
合
事
務
所

の
前
に
掲
示
板
が
あ
る
が
、
掲

示
物
の
中
に
は
、
公
共
施
設
に

掲
示
す
べ
き
で
な
い
内
容
の
も

の
も
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

市
は
、
掲
示
物
の
内
容
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
な
い
の
か
。

組
合
事
務
所
等
の
使
用
料
の
徴
収
は

一
部
を
除
き
免
除 

適
切
な
運
用
進
め
る

職 員 組 合

答　

現
在
、
組
合
事
務
所
等
の

使
用
料
は
一
部
を
除
き
免
除
し

て
い
る
。
今
後
は
市
有
財
産
の

使
用
を
許
可
す
る
際
に
は
、
使

用
料
の
徴
収
を
原
則
と
し
て
、

減
免
規
定
の
内
容
を
見
直
し
す

る
な
ど
、
適
切
な
運
用
を
す
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
掲
示
物
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
規
則
に
則
り
内
容
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
。

寒
川
一
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
中
学
校

の
授
業
で
武
道
が
必
修
化
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
文
部
科
学
省

か
ら
柔
道
の
授
業
で
扱
う
技
が

例
示
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
大
外

刈
り
な
ど
、
頭
部
を
打
つ
可
能

性
の
高
い
技
も
あ
る
。
初
心
者

で
あ
る
１
・
２
年
生
の
柔
道
の

指
導
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
技
は
ど

柔
道
の
初
心
者
を
ど
う
指
導
す
る
の
か

モ
デ
ル
的
な
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
く

武道必修化

う
扱
う
考
え
な
の
か
。

答　

市
で
は
、
県
の
指
導
資
料

を
参
考
に
モ
デ
ル
的
な
指
導
計

画
を
作
成
し
、
各
学
校
へ
の
配

布
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
後

方
に
投
げ
ら
れ
頭
部
を
打
つ
可

能
性
の
あ
る
大
外
刈
り
や
投
げ

技
の
自
由
練
習
は
１
・
２
年
生

の
授
業
で
扱
わ
な
い
こ
と
を
検

討
す
る
な
ど
、
安
全
な
授
業
が

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
食
事
や
生
活
の
乱

れ
が
指
摘
さ
れ
る
昨
今
、
市
で

も
学
校
で
の
食
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
結
果
と
し
て
大
量

の
残
菜
が
出
て
い
る
と
い
う
。

食
育
の
効
果
、
あ
る
い
は
今
後

の
食
育
の
あ
り
方
と
取
り
組
み

に
関
す
る
認
識
を
問
う
。

答　

平
成
23
年
度
の
残
菜
量
は

効
果
あ
げ
る
た
め
今
後
ど
う
取
り
組
む

学
校
内
の
全
教
育
活
動
の
中
で
展
開
す
る

学校給食における食育

22
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

従
前
以
上
に
生
産
者
へ
の
感
謝

の
心
や
栄
養
摂
取
の
大
切
さ
等

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
食
育

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
給
食
は
、
食
及
び
食
習

慣
へ
の
理
解
等
を
包
括
す
る
生

き
た
教
材
で
あ
る
。
学
校
の
全

教
育
活
動
の
中
で
食
育
を
展
開

し
、
ま
た
家
庭
や
地
域
と
の
連

携
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

市
民
は
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
特
に
障

害
者
か
ら
は
、
災
害
時
に
ど
こ

に
避
難
し
た
ら
良
い
の
か
と
の

声
を
聞
く
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
に
特
に

配
慮
し
た
福
祉
避
難
所
に
つ
い

て
、
市
の
取
り
組
み
と
具
体
的

な
収
容
計
画
を
問
う
。

開
設
予
定
施
設
と
協
議
し
て
計
画
を
整
備

高齢者等の災害時要援護者対策

答　

福
祉
避
難
所
は
市
の
公
共

施
設
に
開
設
す
る
予
定
で
、
福

祉
関
係
の
職
員
を
配
置
す
る
。

ま
た
、
施
設
で
の
対
応
が
必
要

と
な
る
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
施

設
等
へ
の
支
援
要
請
を
行
う
他
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、

支
援
員
の
確
保
に
努
め
る
。
収

容
計
画
に
つ
い
て
は
、
開
設
予

定
施
設
と
協
議
し
な
が
ら
、
計

画
の
整
備
に
努
め
る
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

市
営
住
宅
塩
浜
団
地
は
、
築

30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
回
、
建
て

替
え
で
な
く
、
耐
震
補
強
工
事

を
行
っ
た
が
、
補
強
部
分
が
大

き
く
張
り
出
し
、
ベ
ラ
ン
ダ
に

全
く
日
が
差
さ
ず
、
洗
濯
物
を

満
足
に
乾
か
せ
な
い
。
現
場
を

確
認
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
対

応
策
が
で
き
て
い
な
い
。
真
剣

補
強
部
分
張
り
出
し 

全
く
日
が
差
さ
な
い

早
期
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く

市営住宅耐震補強工事

に
住
民
要
望
と
向
き
合
い
、
解

決
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

現
在
、
既
成
の
物
干
し
で

は
な
く
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
補
強

部
分
の
前
方
ま
で
ス
ラ
イ
ド
が

で
き
、
安
全
性
等
の
課
題
を
ク

リ
ア
で
き
る
製
品
を
、
物
干
し

メ
ー
カ
ー
や
機
械
部
品
メ
ー
カ

ー
に
依
頼
し
て
い
る
。
今
後
も

住
民
要
望
に
そ
う
よ
う
、
早
期

解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

福
祉
避
難
所
の
収
容
計
画
は

教 育福 祉

環 境職 員

（７）

三
番
瀬
（
猫
実
川
河
口
付
近
）

食
育
活
動
の
一
翼
を
担
う
学
校
給
食


